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平
成
二
十
七
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ

　

第
五
二
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
九

月
四
日
（
金
）
、
秋
田
県
消
防
学
校
放
水

訓
練
場
（
由
利
本
荘
市
岩
城
）
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
館
市
消
防
団 

浅
利
重
博
副
団
長
の

総
指
揮
に
よ
り
選
手
が
入
場
、
引
き
続
き

開
会
式
が
行
わ
れ
、
前
年
度
の
優
勝
団
か

ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、
堀
井
啓
一 

秋
田
県
副
知
事
並
び
に
中
田
潤 

秋
田
県

消
防
協
会
長
が
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
数
の
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、

秋
田
県
議
会
副
議
長 

近
藤
健
一
郎
様
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
坂
雅
弘 

秋
田
県
消
防
学
校
長
か
ら
審

査
長
指
示
が
あ
り
、
昨
年
度
総
合
優
勝
の

能
代
市
山
本
郡
支
部
三
種
町
消
防
団 

信
太

良
行
班
長
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
内
九
支
部
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
九
分
団
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
七
分
団
が
出
場
し
、
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ

ン
プ
操
法

の
部
で
は
、

美
郷
町
消

防
団
第
二

分
団
が
昨

年
の
大
会

に
続
き
二

連
覇
を
達

成
、な
お
、

秋
田
市
消

防
団
外
旭

川
分
団
が

昭
和
五
二

年
大
会
以

来
の
三
位

入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
は
、
鹿

角
市
消
防
団
第
五
分
団
が
横
手
市
十
文
字

消
防
団
第
三
分
団
を
抑
え
、
平
成
元
年
大

会
以
来
鹿
角
市
消
防
団
に
優
勝
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果(

優
秀
選
手
賞
を
含
む)

は

別
記
の
と
お
り
で
す
が
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ

操
法
を
披
露
し
た
大
仙
市
女
性
消
防
隊
に

は
、
一
〇
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
で
の
健
闘
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

美
郷
町
消
防
団
が
二
連
覇
達
成

第
五
二
回

第
五
二
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
二
回

第
五
二
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
二
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

平
成
二
十
七
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　

一
一
月
一
日（
日
）〜
一
一
月
七
日（
土
）
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大
会
審
査
班
長

　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校　

佐
藤　

純
人

■
総　
　

合

　

強
風
の
た
め
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
標
的

を
倒
す
ま
で
時
間
を
要
し
た
隊
も
あ
っ
た

が
、
明
ら
か
な
圧
力
不
足
、
ノ
ズ
ル
操
作

不
足
に
よ
り
有
効
注
水
が
で
き
な
か
っ
た

隊
も
見
受
け
ら
れ
た
。
全
体
的
に
レ
ベ
ル

は
上
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
結
合
や
ノ
ズ

ル
操
作
要
領
、
器
具
愛
護
に
欠
け
る
等
、

基
本
的
な
動
作
が
雑
な
印
象
も
受
け
た
。

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

全
国
大
会
を
見
据
え
て
、
確
実
に
レ
ベ

ル
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
半
数

近
い
隊
で
、
規
定
外
圧
力
送
水
が
あ
っ
た

の
で
、
安
全
、
確
実
な
操
作
を
心
が
け
て

ほ
し
い
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

全
体
的
に
ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
（
展
張
、
延

長
要
領
）
が
雑
で
あ
り
、
ホ
ー
ス
の
引
き

ず
り
等
、
器
具

愛
護
に
欠
け
る

隊
が
多
く
見
受

け
ら
れ
、
規
定

外
圧
力
も
数
隊

あ
る
等
、
改
善

す
る
課
題
が
多

く
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思

う
。

競
技
審
査
の
講
評

審査員の皆さん

美郷町消防団  第２分団

鹿角市消防団  第５分団

優秀選手の皆さん

表　彰選手答辞

第52回秋田県消防操法大会成績表

【小型ポンプ操法の部】

 優　勝 美郷町消防団第２分団 42.92 90.5
 第２位 横手市山内消防団第１分団 44.99 82.5 
 第３位 秋田市消防団外旭川分団 46.05 79.0
 優秀賞 三種町消防団山本支団第４分団 43.83 78.0
  羽後町消防団第８分団 45.04 75.5
  小坂町消防団第４分団 54.90 73.5
  由利本荘市消防団東由利支団第３分団 44.60 71.0
  潟上市消防団飯田川支団第２分団 57.81 71.0
  大館市消防団大館第９分団 50.94 56.0

【ポンプ車操法の部】

 優　勝 鹿角市消防団第５分団 53.26 63.73 170.5
 第２位 横手市十文字消防団第３分団 61.15 76.77 166.5
 第３位 大潟村消防団第１分団 53.74 67.37 165.5
 優秀賞 三種町消防団琴丘支団第１分団 54.60 73.03 165.5
  秋田市消防団保戸野分団 72.14 67.95 153.0
  にかほ市消防団第３分団 57.05 68.26 152.0
  大館市消防団田代第２分団 57.66 73.80 146.0

タイム （秒）消　防　団　名順　位

消　防　団　名順　位

総得点 （点）

タイム （秒）
第１線 第２線

総得点
（点）

【優秀選手賞】

 指揮者

 １番員

 ２番員

 ３番員

 ４番員

小型ポンプ操法
区　分

ポンプ車操法
消防団名 氏　　名 消防団名 氏　　名

亀田　憲人

熊谷　勝明

鶴田　 修

髙階　 充

　関　　清考

柴田　辰哉

國柄　清樹

佐々木義武

奥州　義明

小坂町消防団
第４分団
美郷町消防団
第２分団
横手市山内消防団
第１分団
美郷町消防団
第２分団

鹿角市消防団
第５分団
横手市十文字消防団
第３分団
三種町消防団
琴丘支団第１分団
横手市十文字消防団
第３分団
横手市十文字消防団
第３分団
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優
秀
選
手
の
紹
介

　

◎
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

      　
　

大
仙
市
女
性
消
防
隊

　

平
成
二
七
年
度
に
開
催
さ
れ
る
、
第
二

二
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
が

決
定
し
て
い
る
大
仙
市
女
性
消
防
隊
の
軽

可
搬
ポ
ン
プ
操
法
が
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
揮
者　

一　

色　

順　

子

　

一
番
員　

畠　

山　
　
　

忍

　

二
番
員　

相　

馬　

静　

華

　

三
番
員　

佐　

藤　

久　

子

　

四
番
員　

深　

澤　

貴　

子

　

第
三
四
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

は
、
九
月
一
〇
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
か

ら
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

（
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）
で
行
わ
れ
、
秋

本
敏
文
日
本
消
防
協
会
長
の
式
辞
に
続

き
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
高
市
早

苗
総
務
大
臣
ら
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
殉
職
者
数
は
、
新
た
に
合
祀
さ

れ
た
六
柱
を
加
え
五
，
六
八
八
柱
と
な
り

ま
し
た
。

操　

法　

披　

露

安 倍 総 理

ご遺族と中田会長鎮魂の歌（木遣り）

御霊の奉納

秋本日消会長

（
公
財
）日
本
消
防
協
会

　

殉
職
者
氏
名　
　
　

遺
族
氏
名

髙　

橋　
　
　

榮

髙　

橋　

牧　

子

能　

登　
　
　

悟

能　

登　

美
保
子

髙　

橋　

久　

志

池　

田　

京　

三

■
本
県
か
ら
出
席
し
た
ご
遺
族

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

一
番
員

　

柴
田　

辰
哉

二
番
員

　

國
柄　

清
樹

三
番
員

　

佐
々
木
義
武

四
番
員

　

奥
州　

義
明

一
番
員

　

熊
谷　

勝
明

二
番
員

    

鶴
田　
　

修

三
番
員

　

髙
階　
　

充

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　

指
揮
者

　
　

亀
田　

憲
人

■
ポ
ン
プ
車
操
法

　

指
揮
者

　
　

関　
　

清
考
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秋
田
県
消
防
学
校
第
六
九
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
八
日（
金
）、
同
校
の

屋
内
訓
練
場
で
修
了
生
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
約
二
八
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
七
八
名
の
修
了
生
は
、
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
、
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

修
了
式
は
、
最
初
に
保
坂
学
校
長
が
修

了
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
、ま
た
、

成
績
優
秀
者
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、

学
校
長
式
辞
、
知
事
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝

辞
と
続
き
、
修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
、
最

後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
終
え
ま
し
た
。

          
 

■
優　

秀　

賞(
七
名) 

　
大
館
市
消
防
本
部 

奈
良　

大
耶

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

三
浦　

圭
悟

　
五
城
目
町
消
防
本
部 

中
道　

聖
也

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

伊
藤　

二
十

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

工
藤　

秀
平

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

藤
田　

拓
真

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

冨
岡　

卓
矢

■
功　

労　

章(

五
名)

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

髙
橋　

宏
和

　
秋
田
市
消
防
本
部 

田
口　

宗
人

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

武
田　

俊
高

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

斉
藤　

創
史

　
秋
田
市
消
防
本
部 

鈴
木　
　

央

　

本
格
的
な
消
防
人
生
を
歩
み
出
す
に
あ

た
っ
て
、
二
点
ほ
ど
心
構
え
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
「
熱
い
心
と
ク
ー
ル
な
頭

で
仕
事
に
立
ち
向
か
え
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
現
場
に
お
い
て
は
、
皆
さ
ん
が
消
防

の
道
を
志
し
た
「
人
を
助
け
た
い
、
命
を

守
り
た
い
」
と
い
う
熱
い
心
を
持
ち
つ

つ
、
頭
脳
は
常
に
冷
静
に
、
的
確
に
状
況

を
判
断
し
て
、
事
態
に
立
ち
向
か
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

二
点
目
は
、
「
雑
務
を
厭
う
な
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
二
四
時
間
体
制
で
災
害
に

備
え
る
消
防
組
織
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
雑

務
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
若
い
職
員

が
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
雑
務
が
相
当

あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

「
目
立
た
な
い
部
分
の
仕
事
」
が
組
織
を

支
え
て
い
る
の
で
す
。
組
織
の
中
に
お
け

る
自
己
の
立
場
を
自
覚
し
、
組
織
の
一
員

と
し
て
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
誠
実
に
遂

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
ら
選
択
し
た
消
防
人
生
で
す
。
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
夢
を
持
ち
続
け
、

信
念
を
貫
き
、
勇
気
を
持
っ
て
職
責
を
果

た
し
て
く
だ
さ
い
。
各
消
防
本
部
で
は
、

皆
さ
ん
の
若
い
力
に
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

秋 田 県
消防学校
秋 田 県
消防学校

初
任
教
育
第
六
九
期
修
了
式

初
任
教
育
第
六
九
期
修
了
式

初
任
教
育
第
六
九
期
修
了
式

七
八
名
修
了

七
八
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

七
八
名
修
了

七
八
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

七
八
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

消
防
士

　

 

髙
橋　

宏
和

秋
田
県
消
防
学
校

学
校
長

　

 

保
坂　

雅
弘

修
了
生
答
辞 

学
校
長
式
辞

表
彰
状
授
与

　

春
、
夏
、
秋
と
季
節
も
移
り
変
わ
り
、

い
よ
い
よ
こ
の
消
防
学
校
を
巣
立
ち
現
場

で
活
躍
す
る
と
き
が
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る

大
雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る

悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
護

し
水
火
災
又
は
地
震
等
の
災
害
に
よ
る
被

害
を
軽
減
す
る
ほ
か
、
困
っ
て
い
る
人
を

助
け
た
い
と
い
う
初
心
と
使
命
感
を
忘
れ

ず
消
防
業
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
半

年
間
、
こ

の
消
防
学

校
で
培
っ

た
こ
と
を

胸
に
、
各

地
域
そ
し

て
秋
田
県

消
防
の
更

な
る
発
展

に
資
す
る

こ
と
を
誓

い
、
答
辞

と
い
た
し

ま
す
。
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よ
う
に
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
座
学
に
訓

練
と
辛
く
厳
し
い
日
々
。

　

私
達
は
、
学
校
生
活
を
終
え
て
、
消
防

士
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

と
同
時
に
、
消
防
人
生
の
土
台
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

に
か
ほ
市
消
防
本
部　

安
倍
真
一
郎

　

経
験
者
と
し
て
消
防
学
校
に
入
学
し
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
逆
に
学
ぶ

こ
と
が
多
く
、
訓
練
や
座
学
を
通
し
て
新

し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
体
力
も
向
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場

を
再
認
識
で
き
、
消
防
士
と
し
て
の
技
術

を
向
上
さ
せ
る
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

横
手
市
消
防
本
部　

佐
藤
恵
太
郎

　

消
防
学
校
に
入
校
し
、
消
防
と
い
う
職

業
に
対
し
て
自
分
の
考
え
が
甘
か
っ
た
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
期
の
仲
間
達
と
学
ん
だ
知
識
、
技
術

は
一
生
の
宝
物
で
あ
り
、
い
ず
れ
直
面
す

る
で
あ
ろ
う
厳
し
い
現
場
で
も
生
か
し
て

い
き
た
い
。

五
城
目
町
消
防
本
部　

中
道　

聖
也

　

初
任
教
育
で
の
半
年
間
は
、
厳
し
く
も

楽
し
い
実
り
あ
る
期
間
で
し
た
。
毎
日
の

座
学
、
訓
練
、
体
力
錬
成
で
消
防
士
と
し

て
の
基
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
出
会
っ
た
最
高
の
仲
間
は
一
生

の
宝
物
で
す
。
こ
の
場
で
満
足
せ
ず
、
長

く
続
く
消
防
人
生
、
よ
り
一
層
精
進
し
て

い
き
ま
す
。

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部　

工
藤　

拓
真

　

初
任
教
育
で
過
ご
し
た
日
々
は
、
辛
く

厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
仲
間
が
い
た

か
ら
こ
そ
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
消

防
職
員
と
し
て
、
一
回
り
も
二
回
り
も
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

鹿
角
広
域
消
防
本
部　

木
村　
　

匠

　

様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
前

の
消
防
士
と
な
る
べ
く
受
け
た
訓
練
や
座

学
は
、
専
門
的
で
ど
れ
も
新
鮮
な
も
の
で

し
た
。
所
属
に
戻
っ
て
も
、
こ
こ
で
学
ん

だ
こ
と
は
、
生
か
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
初
任
教
育
は
大
変
意
義
の
あ
る
学
舎

で
し
た
。

湖
東
地
区
消
防
本
部　

畠
山　

卓
真

　

消
防
学
校
で
の
半
年
間
は
、
厳
し
い
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
六
九
期
の
仲
間
と
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
人
と
し
て
大
き

く
成
長
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
で
学
ん
だ
知
識
と
技
術
を
生

か
し
て
、
所
属
に
戻
っ
て
も
日
々
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

鈴
木　

智
裕

　

消
防
学
校
に
入
校
し
、
期
待
や
不
安
を

持
ち
な
が
ら
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、
人
と
し
て
、
消
防

職
員
と
し
て
成
長
で
き
ま
し
た
。

　

各
職
場
に
戻
り
環
境
は
変
わ
る
が
、
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
一
人
前
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

冨
岡　

卓
矢

　

消
防
学
校
で
の
生
活
は
毎
日
が
充
実
し

て
お
り
、
入
校
し
た
の
が
昨
日
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
こ
の
半
年
間
、
生
活
を
共
に

し
た
初
任
科
の
仲
間
と
離
れ
る
の
は
寂
し

く
も
思
い
ま
す
が
、
ま
た
会
え
る
こ
と
を

信
じ
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
を
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部　

髙
橋　

宏
和

　

一
年
間
の
実
務
研
修
を
経
て
初
任
科
を

修
了
し
た
が
、
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た

っ
て
の
根
拠
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
切
な
仲
間
や

教
官
の
協
力
を
得
て
、
総
代
と
い
う
役
職

を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

第 69 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

半
年
間
を

　
　

振
り
返
っ
て

秋
田
市
消
防
本
部　

鈴
木　
　

央

　

同
じ
目
標
を
持
っ
た
六
九
期
の
仲
間

と
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
必
死
に
頑
張
れ
た

こ
の
半
年
間
は
、
私
自
身
の
今
後
の
消
防

生
活
に
と
っ
て
本
当
に
貴
重
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
関
わ
っ
て
頂
い
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
館
市
消
防
本
部　

奈
良　

大
耶

　

経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
識
、
技

術
、
判
断
力
は
身
に
付
く
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
半
年
間
、
私
は
様
々
な
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
機
会
を
与

え
、
支
え
て
く
れ
た
仲
間
、
家
族
、
全
て

の
人
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
先
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

北
秋
田
市
消
防
本
部　

佐
藤　

健
翔

　

今
思
う
の
は
、
「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
仲
間
と
過
ご

し
た
時
間
全
て
が
思
い
出
で
す
。

　

今
後
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
ま
た
み 

ん
な
が
集
ま
れ
た
ら
ど
ん
な
に
幸
せ
か
。

そ
れ
を
考
え
る
と
頑
張
れ
ま
す
。

由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

三
浦　

圭
悟

　

期
待
と
不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
の
中
、

学
校
生
活
が
始
ま
り
、
風
が
吹
い
た
か
の
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「
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
か
ら
発
動
」

　

私
の
住
む
川
原
地
区
は
、
三
一
戸
の
小

さ
な
集
落
で
湯
沢
市
の
中
核
医
療
施
設
と

い
え
る
雄
勝
中
央
病
院
の
近
く
に
あ
り
ま

す
。
消
防
団
活
動
と
し
て
、
こ
れ
と
い
っ

た
自
慢
で
き
る
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
川
原
防
災
会
が
平
成
二
〇
年
に
設
置

さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
そ
の
原
動
力
と
し

て
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
、
「
自
分
た
ち
の
集
落
は
自

分
た
ち
で
守
る
。
」
と
い
う
共
助
を
基
本

に
、
初
回
の
訓
練
で
は
市
役
所
の
了
解
を

得
て
、
普
段
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
消
火

栓
を
使
用
し
、
直
接
消
火
用
ホ
ー
ス
を
接

続
し
た
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
雄
物
川
に
架
か
る
橋
が
地
震
で
崩
壊

し
、
消
防
署
か
ら
ポ
ン
プ
車
が
到
着
で
き

な
い
と
い
う
想
定
で
行
っ
た
も
の
で
、
で

消
防
団
員

意
見
発
表
会
(三)

第11回

武
石　

吉
廣

・
湯
沢
市
消
防
団

　

副
分
団
長

・
勤
続
二
八
年

・
農
業

同
年
代
の
団
員
が
多
く
、
自
己
犠
牲
の

精
神
で
率
先
し
て
消
防
活
動
に
取
り
組

む
姿
勢
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

内
田　

正
範

・
鹿
角
市
消
防
団

　

部
長

・
勤
続
二
一
年

・
会
社
員

き
る
だ
け
早
く
放
水
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
小
型
ポ
ン
プ
車
を
使
用
せ
ず
、
消
火
栓

に
ホ
ー
ス
を
直
結
し
消
火
栓
鍵
の
回
転
に

よ
り
放
水
量
を
調
節
し
放
水
す
る
と
い

う
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
集
落
公
民
館
の
火
災
総
合
訓

練
で
は
、
補
助
事
業
で
戴
い
た
避
難
用
リ

ヤ
カ
ー
を
活
用
し
安
全
な
場
所
に
要
配
慮

者
を
搬
送
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
避
難
す
る

う
え
で
、
逃
げ
場
の
少
な
い
最
悪
の
状
態

で
あ
る
一
月
の
積
雪
期
に
全
戸
が
集
合
す

る
総
会
を
想
定
し
、
一
ヶ
所
し
か
な
い
避

難
口
か
ら
全
員
が
避
難
で
き
る
よ
う
避
難

通
路
に
火
炎
の
噴
出
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

襖
を
数
枚
取
り
外
し
、
即
席
の
防
火
壁
を

作
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
任
務
分
担
を
行

い
安
全
に
避
難
さ
せ
る
と
い
う
訓
練
も
行

い
ま
し
た
。

　

訓
練
時
に
最
悪
の
状
態
で
行
え
ば
、
そ

れ
よ
り
条
件
の
悪
い
状
態
は
な
く
、
数
ヶ

所
の
逃
げ
道
が
必
ず
あ
る
と
い
う
考
え
が

浮
か
び
、
冷
静
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に

な
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
想
定
を
話
し
合
う
場
所

が
、
我
々
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
と
も
い
え
る

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
す
。
団
員
の
誰
か
が

「
今
度
の
土
曜
や
り
ま
せ
ん
か
」
の
声
に
、

反
応
よ
く
「
ヨ
シ
」「
ヨ
シ
」「
ヨ
シ
」
の

返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。
た
い
が
い
言
い

出
し
っ
ぺ
が
そ
の
準
備
に
あ
た
り
ま
す

が
、
不
思
議
と
楽
し
そ
う
に
準
備
し
て
い

る
よ
う
で
、
集
ま
る
機
会
が
少
な
く
な
る

冬
場
は
仲
間
が
恋
し
く
な
る
よ
う
で
す
。

　

昨
年
の
二
月
に
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
で
、
鱈

汁
を
メ
イ
ン
に
焼
き
鳥
を
焼
い
た
時
に

は
、
ハ
ウ
ス
内
に
煙
が
充
満
す
る
は
、
暖

房
は
切
れ
る
は
で
、
濃
煙
と
耐
寒
訓
練
を

兼
ね
た
打
合
せ
と
な
り
、
大
事
な
議
題
が

煙
に
巻
か
れ
た
一
夜
で
し
た
。

　

数
年
前
に
こ
の
よ
う
な
打
合
せ
が
発
端

と
な
り
、
川
原
防
災
会
と
協
力
し
て
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
共
同
購
入
し
て
も
ら
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
値
段
も
高
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
共
同
購
入
に
よ
り
値
引

き
が
可
能
な
た
め
、
七
割
近
く
の
世
帯
に

購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
戸
に
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
趣
旨
を
説
明
し
二
回
目
の
共
同

購
入
を
実
施
し
、
我
々
の
目
標
で
あ
っ
た

一
〇
〇
％
の
設
置
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
〇
〇
％
の
意

味
に
疑
問
を
生
じ
た
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
今
年
の
五
月
一
日
に
須
川
地
区
で
一

家
七
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
全
国
で
も
類

を
見
な
い
悲
惨
な
火
災
で
し
た
。

　

新
聞
報
道
で
は
住
宅
火
災
警
報
器
が
設

置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
内
容
で
し
た
が
、

そ
の
数
、
設
置
場
所
な
ど
詳
細
は
分
か
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
た
と
え
一
個
だ
け

の
設
置
だ
と
し
て
も
、
二
階
の
寝
室
に
設

置
さ
れ
て
い
れ
ば
五
人
の
若
い
家
族
だ
け

で
も
犠
牲
は
免
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
、
悔
し
さ
と
虚
し
さ
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
川
原
地
区
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
率
が
一
〇
〇
％
と
安
心
し

て
い
ま
し
た
が
、
全
世
帯
が
購
入
し
た
だ

け
で
、
法
令
に
よ
る
適
正
な
個
数
、
そ
し

て
適
正
な
場
所
へ
設
置
し
て
い
る
か
ま
で

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
尊
い
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
本

当
の
設
置
率
一
〇
〇
％
に
す
る
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
今
ま
で
以
上
の
触
れ
合

い
を
持
ち
、
情
報
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
酌
み

交
わ
し
な
が
ら
川
原
防
災
会
の
原
動
力
、

そ
し
て
共
助
の
要
で
あ
る
地
域
の
消
防
団

と
し
て
、
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
か
ら
、
ま
た
新

た
に
「
ヨ
シ
」
「
ヨ
シ
」
の
連
呼
と
と
も

に
発
動
す
る
覚
悟
で
す
。

 

「
つ
な
げ
よ
う
、
伝
え
よ
う
、

　
　

人
か
ら
ひ
と
へ
！
」　

　

「
水
は
ま
だ
か
！
早
く
し
ろ
！
」

　

煙
と
辺
り
一
面
真
っ
赤
な
火
事
場
は
ま

る
で
戦
争
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
記

憶
で
、
私
の
暮
ら
す
小
さ
な
集
落
で
三
件

の
火
災
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
器

具
・
設
備
が
ま
だ
古
く
エ
ン
ジ
ン
が
か
か

ら
ず
、
何
回
も
ス
タ
ー
タ
ー
の
紐
を
引
っ

　

副
分
団
長
と
し
て
団
員
の
統
率
力

と
、
現
場
に
お
け
る
判
断
力
に
定
評
が

あ
り
、
部
下
団
員
か
ら
広
く
慕
わ
れ
て

い
る
存
在
で
あ
る
。
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張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。

そ
の
火
事
現
場
に
は
、
い
つ
も
父
の
姿
が

あ
り
、
退
団
し
て
も
そ
こ
に
は
父
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
「
自
分
も
大
人
に
な
っ
た

ら
き
っ
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
る
ん
だ
ろ

う
な
」
と
子
ど
も
な
が
ら
に
思
っ
た
も
の

で
し
た
。

　

私
の
消
防
団
活
動
は
、
操
法
大
会
で
し

た
。
「
か
し
ら
中
」
と
首
を
動
か
し
、
挨

拶
を
す
る
。
人
が
変
わ
る
度
に
「
気
を
つ

け
！
」
「
整
列
休
め
」
を
繰
り
返
し
、
被

れ
ば
ぺ
ち
ゃ
ん
こ
に
な
る
帽
子
を
被
せ
ら

れ
、
炎
天
下
な
の
に
長
袖
の
上
下
紺
色
の

服
を
着
て
、
ひ
た
す
ら
立
ち
尽
く
す
。
後

ろ
の
方
で
は
、
暑
さ
で
二
、
三
人
が
倒

れ
、
テ
ン
ト
ま
で
運
ば
れ
て
い
く
。
一
体

何
な
ん
だ
、
こ
の
集
団
は
・
・
・
大
丈
夫

か
？
私
は
「
き
っ
と
何
か
の
罰
ゲ
ー
ム
に

違
い
な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
操
法
大
会

練
習
後
の
夜
に
は
、
絶
対
と
れ
な
い
で
あ

ろ
う
焦
げ
た
ホ
ル
モ
ン
鍋
を
ひ
た
す
ら
こ

す
り
、
ギ
ト

ギ
ト
に
な
っ

た
コ
ッ
プ
を

洗
い
、
傍
ら

で
は
、
と
て

も
楽
し
そ
う

に
酒
を
飲
ん

で
い
る
。
一

体
何
な
ん

だ
、
こ
の
集

団
は
・
・
・

大
丈
夫
か
？

　

そ
ん
な
二
二
歳
か
ら
始
ま
っ
た
消
防
団

活
動
も
、
今
年
で
二
一
年
目
に
な
り
、
入

団
し
た
て
の
頃
が
今
で
は
懐
か
し
く
思
い

ま
す
。
操
法
大
会
に
も
出
場
す
る
よ
う
に

な
り
、
最
初
の
う
ち
は
不
安
・
緊
張
・
疲

れ
で
全
く
動
け
な
か
っ
た
大
会
も
、
今
で

は
一
五
回
ほ
ど
選
手
・
指
揮
者
と
し
て
出

場
し
、
毎
回
い
つ
に
な
っ
た
ら
選
手
か
ら

解
放
さ
れ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
今

年
や
っ
と
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
日
の
発
表
が
あ
る
た
め
、
結
局
は
解
放

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
選
手
と
し
て
出
場

す
る
度
に
、
自
分
の
中
で
プ
チ
目
標
を
決

め
、
そ
れ
が
本
番
で
出
来
た
時
は
、
普
段

の
生
活
で
は
成
し
得
な
い
充
実
感
が
あ
り

ま
し
た
。悔
い
が
残
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、

共
に
訓
練
し
た
選
手
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
団
員
と
訓
練
期
間
を
終
え
た
時
に
は

何
と
も
言
え
な
い
達
成
感
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
の
暮
ら
す
集
落
に
は
九
名
の

団
員
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
・
家
庭

を
持
ち
な
が
ら
、
少
人
数
で
各
種
消
防
団

行
事
を
こ
な
し
て
お
り
、
一
人
で
も
欠
け

れ
ば
本
当
に
大
変
で
あ
り
、
個
々
に
か
か

る
負
担
も
大
き
な
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も

皆
、
何
も
言
わ
な
く
て
も
時
間
を
見
つ

け
、
番
屋
の
雪
下
ろ
し
や
周
辺
の
除
雪
な

ど
を
率
先
し
て
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
が
進
み
、
若
い
人
が

い
な
い
た
め
、
入
団
予
定
も
な
く
続
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
操
法
大
会
な
ど
行
事
へ

の
参
加
も
大
変
で
す
が
、
身
近
に
あ
る
消

防
団
と
し
て
も
っ
と
も
っ
と
大
切
な
何
か

が
消
防
団
の
役
割
に
は
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
団
員
の
確
保
が
困
難
な

現
在
で
は
、
総
力
が
落
ち
な
い
よ
う
に
工

夫
が
必
要
で
す
。
機
能
別
消
防
団
や
地
域

自
主
防
災
会
な
ど
と
連
携
し
、
み
ん
な
で

守
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
火
災
や
災
害
の

情
報
な
ど
を
、
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
よ

う
に
常
日
ご
ろ
共
有
し
あ
い
、
地
域
の
繋

が
り
を
持
ち
、
そ
し
て
小
さ
い
集
落
だ
か

ら
こ
そ
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
繋
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

面
、
そ
れ
を
我
々
消
防
団
が
担
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
入
団
し
て
い
な
け
れ
ば
作
れ

な
か
っ
た
人
脈
、出
会
い
、そ
し
て
活
動
の

時
間
を
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
る
家
族
に

感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た

消
防
団
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
　
　

状
況
に
つ
い
て…

総
務
省
消
防
庁

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
平
成
二
七
年
六

月
一
日
時
点
で
の
設
置
率
を
公
表
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

秋
田
県
の
設
置
率
は
七
八
・
九
％
で
、

前
回(

平
成
二
六
年
六
月
時
点
の
設
置

率
：
七
八
・
五
％)

に
比
べ
、
〇
・
四
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、
都
道
府
県
の
順
位
で
は

二
九
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
平
均
は
八
一
・
〇
％
で
、

最
高
が
福
井
県
の
九
四
・
九
％
、
最
低
は

沖
縄
県
の
五
九
・
三
％
。
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
の
は
一
九
都
道
府
県
、
二
八

県
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

◆ 秋田県の地域別設置率 ◆

地 域 名 設置率 地 域 名 設置率
秋 田 市 ８４％ 由利本荘市 ７８％
能代山本広域 ９０％ 湖 東 地 区 ８４％
横 手 市 ６５％ 大曲仙北広域 ７３％
大 館 市 ８１％ 北 秋 田 市 ８７％
男 鹿 地 区 ６４％ に か ほ 市 ８０％
湯沢雄勝広域 ７５％ 五 城 目 町 ７７％
鹿 角 広 域 ７４％

☆地域名は、消防本部等の略称で表記
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私
達
、
秋
田
市
女
性
消
防
団
員
は
市
政

番
組
「
わ
が
ま
ち
大
好
き
秋
田
市
長
で

す
」
に
出
演
し
ま
し
た
。

　

映
像
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
の
が
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん
向
け
の
救

命
講
習
で
す
。
こ
の
よ
う
な
講
習
会
に
関

し
て
は
、
子
ど
も
連
れ
だ
と
参
加
し
に
く

い
、
子
供
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
受
講
し

た
い
と
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
子
育
て
を
経
験
し
た
私
達

は
、
そ
の
よ
う
な
お
母
さ
ん
達
に
こ
そ
、

積
極
的
に

受
講
し
て

い
た
だ

き
、
安
心

し
て
ほ
し

い
と
思
う

の
で
す
。

　

そ
こ
で

消
防
本
部

に
相
談

し
、
お
母

さ
ん
達
を

対
象
と
し

た
「
子
供

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-  9
-  9
8
5

-  5
4
3

3
-  1
1
0
3
1
2

199
46
29
77
351
35
61

154
46
25
62
287
27
58

10
1
2
2
15
0
5

145
37
33
67
282
31
61

13
0
3
2
18
1
7

平成27年 平成26年 同期比較
9月 累計 累計9月 年計 9月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

＝
秋
田
市
消
防
団
＝

キ
ラ
リ
輝
く
「
女
子
力
」
女
性

　
　
　
　

 
消
防
団
員
が
主
役
で
す

と
一
諸
・

ワ
イ
ワ
イ

講
習
会
」

を
実
際
に

や
っ
て
み

る
と
「
同

じ
立
場
同

士
で
あ
れ

ば
参
加
し

や
す
い
」、

「
お
互
い

に
子
供
の

面
倒
を
見

な
が
ら
交

代
で
実
技

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
と
て
も
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

女
性
だ

か
ら
こ
そ

で
き
る
発

想
が
、
新

し
い
安
心

や
、
子
供

の
安
全
に

繋
が
る
こ

と
を
、
広

く
知
っ
て

い
た
だ
け

る
良
い
機

会
に
な
っ

た
と
思
い

ま
す
。

〔
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
〕


